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作品の形の素は、「自然のモノをデッサンしていると、その源は球体、それも機械的な球体ではなく、
心地良い球体の単体又は複合体である」と考える。私の創作は、この考えを基に「視覚に訴え
かけるのに重要である水平要素・垂直要素」「そのものが創り出す空間」を使い構成している。
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テーマ:「動き」「流れ」
作品における一つの方向は、テーマからイメージし、形の根源を動物・植物・自然現象から創
作要素を探り、構成を考慮し、素材 (木 )を彫ることにより形 (Form)を 創り出す手法で具現
化した立体とレリーフ、もう一つの方向は、木材の持つ存在感・力強さ。素材感を活かし形を彫
り出したモノの複数を組合わせて表現した立体とレリーフがある。

平面作品は、ベンで描く多くのフリーハンドの線の重ねにより、空間を演出表現している。
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Form l103
檜 (ヒノキ)+ウエンジュ+ンタン
H44X W605X D85

3枚の影
`,あ

とを残したヒノキ板に窓

を意識した四角い穴を開け、いくつ

かの穴と単独で出中の異なるウエン

ジュとシタンの角材を使い、構成して
「衛」を表現した。

Form l102
樟 (ク ス)+欅 (ケヤキ)

H57X W58× D24

自然のままのクスの枝材を使い、人間の胴体を横たわらせ

た様な動きのある見せ方をした上に、ウロになつた部分を彫

り込み、内側にうごめく心を表現した。

台形のケヤキ板と、カヤとサクラ
板を曲線で切り抜いて削り出した
2枚を構成して、アンバランスな
形の中に「やすらぎ」を表現した。

Form l104
桜 (サクラ)十カヤ+欅 (ケヤキ)

H56X W38× D4
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Form l101
樟 (ク ス)+欅 (ケヤキ)

H70× W45× D32

クスの原木枝材をそのまま使用して、

胴の部分を彫り込み細くしボリュームを

出し、トルソー表現した。

Form 1201
桂 (カツラ)+欅 (ケヤキ)

H42 X W46 X D34

カツラ材を使用し、ドロー

イング (アイディアスケッ

チ)を元に胴の部分をマ

イナスに彫り込み象徴化
したボリュームを残した形

でトルソー表現した。
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Form 1204「遊No7」

樟 (ク ス)

Hl16× W80× D17

この Form 1204「 遊」シリーズは、2009年度からの

制作作品と同様に、二人の子供達が遊ぶ姿の動きの
ある形を組み合わせ、「流れ」「躍動」を表現した作
品である。
2009年度・2010年度と同様に榛 (ク ス)の本を使

用している。

※立体作品の木は、名古屋芸術大学がある北名古屋

市米野にある神社 (公民館を建てるために伐採された)

の本を使用している。

Form 1202(0609)
樟 (ク ス)

H120 X VVl10× D100

Form 1202は 、一本の山がりのあるクスの木を使
い、山が

',を
生かし電気チェーンツーで二つ割|,と

画出しを行い、二つの部材をアーチに組み、場を

区切ることで前側・後ろ側を意識させる。…表現をした。
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クスの原本を影り込み、切り分けた
3体の単純な球状形態を構成し、家

族の終結と和を表現している。

Form 1203
樟 (クス)

H90 X W100 X D80

Form 1203を Fown 1202'選しに

見ると、イメージ的に家へ入った様
に感じることが出来る。

「動き」を意識し、ドローイング
(ア イディア)を元に、カバ種
の水目桜を使い彫り出している。

Form l105
水目桜 (ミズメザクラ)+欅 (ケヤキ)

H34X WSl× D35
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ペン画
Pen and ink drawing

二人の子供が遊ぶ形、構成を

Penと 市kで水彩紙に始いた。

2009年度から制作している「遊

シリーズ」のアイディアスケッチ

でもある。

どの様なモチーフであれ、3つ

のモノを組み合わせた構成は、

ある意味完成された作品になる。

左側下段は、左上段の drawing

の描きはじめである。

ある程度の線で構成を考え描い

た上で、背景を短い線を積み

重ね、子供の体を浮き上がらせ

ながら体本体のボリュームを細
い線で描き表現している。
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